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２-６.農村歌舞伎にみる歴史的風致 

(１)はじめに 

 浜松市は、市域の東西方向・南北方向に街道が通っている。これら街道を行き交う人々が、

海と山と里との交流を育み、近世以降、歌舞伎をはじめとする特色ある文化や人・モノ・情

報のネットワークを形成してきた。 

 我が国の地
じ

芝
しば

居
い

・農村歌舞伎の起源は元禄年間(1688-1704)といわれているが、市内におけ

る地
じ

芝
しば

居
い

・農村歌舞伎の起源ははっきりしていない。江戸時代、三都(江戸・京都・大坂)や

伊勢・名古屋など限られた都市から離れた地域の人はめったに見ることができなかったので、

一座を村に呼び観劇していた。その後、村人自身が演じることを思いつき、旅役者に手ほど

きを受けて始められた。当時は農民が派手な衣裳を身に着け、歌舞伎を演じることは御法度

だったが、神仏への奉納といえば許されたので、村々の祭りで上演されるようになった。市

内では、横
よこ

尾
お

歌舞伎を伝える引
いな

佐
さ

町
ちょう

白
しら

岩
いわ

地区の寛政６年(1794)の御
お

定
さだめ

書
がき

に『神事の節又は盆

中に狂言、あやつり或はにわか等決して致すまじき事』とあり、このなかに出てくる狂言が

歌舞伎であることから、220 年以上前から歌舞伎が行われていたことを確認することができる。 

 その後、明治から昭和前期にかけて市内の地
じ

芝
しば

居
い

・農村歌舞伎は最盛期を迎えた。農村部

の神社境内には常設の農村舞台が建てられ、神仏を敬う芸能奉納の場となるとともに、旧市

町村の中心市街地には商業劇場が建設され、日常の娯楽として歌舞伎をはじめ舞台芸術に親

しむ芸能空間が形成された。 

 現在、市内で継承されている農村歌舞伎は文化財指定や地域遺産認定を受けており、役者

だけでなく太夫
た ゆ う

・三味線・下
げ

座
ざ

音楽はじめ、化粧・着付・床
とこ

山
やま

や歌舞伎用具の製作技術とい

った無形の文化遺産とともに、江戸時代からの台本・衣裳・鬘
かつら

といった有形の文化遺産を後

世に残し伝えるべく地域をあげて活動している。 

 現在、農村歌舞伎は、浜名区引
いな

佐
さ

町
ちょう

及び中央区雄
ゆう

踏
とう

町
ちょう

の範囲で行われている。祭礼余興と

して奉納される神社をはじめ、ゆかりの役者や芸能継承の歴史を伝える建造物が、地域をあ

げて取り組んでいる農村歌舞伎の伝統を引き立てている。 

図２-６-１ 東側上空から見た引佐町横尾・白岩地区 図２-６-２ 西側上空から見た雄踏町宇布見地区 
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(２)引
い な

佐
さ

地域の農村歌舞伎と関連行事 

①農村歌舞伎の歴史 

 引
いな

佐
さ

地域における農村歌舞伎の起源は定かでな

いが、横
よこ

尾
お

歌舞伎が伝わる白岩
しらいわ

地区に現存する寛政

６年(1794)の御
お

定
さだめ

書
がき

に歌舞伎の記載があることか

ら、寛政年間(1789-1801)以前から当地で歌舞伎が

行われていたことがわかる。 

 このうち、横
よこ

尾
お

歌舞伎は、横
よこ

尾
お

地区の氏神・八
や

柱
はしら

神社と白
しら

岩
いわ

地区の氏神・六
ろく

所
しょ

神社の奉納芸能として

別々に伝承されてきたが、明治 44 年(1911)横
よこ

尾
お

地

区と白
しら

岩
いわ

地区の青年団統合を契機に一緒に歌舞伎

を行うようになった。両神社への奉納芸能であるこ

とから、氏子でもある舞台関係者は神社へ参拝する

とともに、２社へ奉納する形式を守っており、現在

でも２日間にわたり開
かい

明
めい

座
ざ

で公演を行っている。

(以前は、八
や

柱
はしら

神社例大祭当日の 10 月７日と六
ろく

所
しょ

神

社の例大祭当日の 10 月８日に行われていたが、現

在は 10 月第２土曜・日曜に行われている。) 

 昭和７年(1932)に書かれた横
よこ

尾
お

歌舞伎独自演目

「井
い

伊
い

城
じょう

物語」の台本や昭和８年(1933)の奉納額な

どが現存しており、大正から昭和前期にかけて、当

地で盛んに歌舞伎が行われていたことがわかる。こ

の頃の歌舞伎の担い手は、若者組の青年たちだった。

当時、横
よこ

尾
お

・白
しら

岩
いわ

地区に生まれ育った青年は、この

若者組に入り舞台に立つことが半ば義務づけられ

ていた。また、歌舞伎を行うにあたり青年だけでは

なく、地区の人たちや古老も演目や役割の決定に深

く関わっていた。戦後、昭和 40 年(1965)に引
いな

佐
さ

町
ちょう

芸

能保存会が組織され、これまで古老と青年たちが行

っていた歌舞伎の運営や用具、衣裳、鬘
かつら

などの整備

を保存会が行うようになった。その後、昭和 49 年

(1974)名称を横
よこ

尾
お

歌舞伎保存会とし、同年４月９日

「横
よこ

尾
お

歌舞伎」の名称で静岡県指定無形民俗文化財

に指定されている。 

図２-６-３ 寛政６年(1794)の御定書 

図２-６-４ 「井伊城物語」台本 

図２-６-５ 奉納額(昭和８年(1933)) 

図２-６-６ 定期公演(昭和 49 年(1974)) 
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②歴史的風致を構成する建造物 

ア.八
や

柱
はしら

神社 

 浜名区引
いな

佐
さ

町
ちょう

横
よこ

尾
お

の八
や

柱
はしら

神社は、神
じん

宮
ぐう

寺
じ

川の小

盆地に位置する横
よこ

尾
お

地区を見下ろす南向き斜面に

建つ。横
よこ

尾
お

地区の氏神として、貞享２年(1685)八王

子大明神として創立、明治３年(1870)八
や

柱
はしら

神社に改

称し現在に至る。正
まさ

哉
か

吾
あ

勝
かち

速
はや

日
び

天
あめの

忍
おし

穂
ほ

耳
みみの

命
みこと

・天
あめ

之
の

穂
ほ

日
ひの

命
みこと

・天
あま

津
つ

日
ひ

子
こ

根
ねの

命
みこと

・活
いく

津
つ

日
ひ

子
こ

根
ねの

命
みこと

・熊
くま

野
の

久
く

須
す

毘
びの

命
みこと

・多
た

紀
き

理
り

比
ひ

売
めの

命
みこと

・市
いち

杵
き

島
しま

比
ひ

売
めの

命
みこと

・多
た

岐
ぎ

都
つ

比
ひ

売
めの

命
みこと

の８柱を祭神とし、津島神社など７社を境内社と

して祀る。明治 36 年(1903)の刻銘がある鳥居と石灯籠などが境内に残る。例大祭は 10 月に

執り行われ、祭礼余興として歌舞伎が開
かい

明
めい

座
ざ

で奉納される。 

イ.六所神社 

 浜名区引
いな

佐
さ

町
ちょう

白
しら

岩
いわ

の六所神社は、白
しら

岩
いわ

地区の氏神

として、慶長 17 年(1612)白
しら

岩
いわ

大明神として創立、

安永５年(1776)六所神社と改称し現在に至る。祭神

は上
うわ

津
つ

々
つ

男
お

之
の

命
みこと

・中
なか

津
つ

々
つ

男
お

之
の

命
みこと

・底
そこ

津
つ

々
つ

男
お

之
の

命
みこと

・

表
うわ

津
つ

綿
わた

津
つ

見
み

之
の

命
みこと

・中
なか

津
つ

綿
わた

津
つ

見
み

之
の

命
みこと

・底
そこ

津
つ

綿
わた

津
つ

見
み

之
の

命
みこと

の６柱で、境内社として津島神社など３社を祀る。 

 拝殿は桁行３間、梁間４間、切妻造、平入、瓦葺

で棟札から大正３年(1914)に、石鳥居は刻銘から大

正４年(1915)に建立されたことがわかる。横
よこ

尾
お

の八
や

柱
はしら

神社とともに 10 月の例大祭余興とし

て開
かい

明
めい

座
ざ

で歌舞伎が奉納される。 

ウ.奥山神社 

 浜名区引
いな

佐
さ

町
ちょう

奥山の神
じん

宮
ぐう

寺
じ

川左岸に位置してお

り、境内は山の斜面に石垣を積んで造られた平地に

ある。社殿は神殿、拝殿、舞台、社務所で構成され

ており、神殿と拝殿は長い石段を上った境内奥に南

面して鎮座し、右隣に社務所が配される。南端の斜

面に張り出して積まれた石垣上には北向きに舞台

が建ち、中央の広い空間が客席となる。奥山神社は

正和２年(1313)奥山大明神として創立、明治元年

(1868)改称、明治 22 年(1889)現在地に遷座。祭神は応
おう

神
じん

天
てん

皇
のう

・天
あめの

忍
おし

穂
ほ

耳
みの

命
みこと

・蛭
ひる

子
こ

之
の

命
みこと

の３

柱で、９月に例大祭を執り行う。 

図２-６-７ 八柱神社 

図２-６-８ 六所神社 

図２-６-９ 奥山神社の舞台（正面） 
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 現在の神殿・拝殿・社務所は昭和 60 年(1985)に

建て直したものである。棟束墨書により昭和 23 年

(1948)に建てられたことが分かっている舞台は、桁

行３間半、梁間５間、正面入母屋造、背面切妻造、

妻入、瓦葺、側面及び背面に下屋付、正面の間口５

間を全て開放して床を張り舞台とする。舞台下手1に

下屋を設け、間口１間、奥行２間を支度部屋とする。

舞台上手2には半間程の張り出しが設けられ、太夫
た ゆ う

の

座と呼ぶ。舞台建築の特徴である正面の大きな開口

が舞台にふさわしい正面の姿を造り上げている。昭

和 62 年(1987)１月に発行された『新築記念誌 奥

山神社考』には、舞台新築直後の祭典余興に若者が

演じる素人歌舞伎が奉納されたことが記されてい

る。秋の例大祭では、急坂を駆け上った生き人形屋

台が舞台正面に位置し、賑やかにお囃子が奉納される。参道石段下には、明治 26 年(1893)の

銘がある社号標、明治 45 年(1912)の銘がある石鳥居などがある。 

エ.開
かい

明
めい

座
ざ

 浜名区引
いな

佐
さ

町
ちょう

横
よこ

尾
お

の開
かい

明
めい

座
ざ

は、八
や

柱
はしら

神社及び六

所神社の祭礼余興として横
よこ

尾
お

歌舞伎が行われる農

村舞台である。開
かい

明
めい

座
ざ

という名称は、明治期の再建

時、文明開化にちなんで命名されたといわれている。

当時の開
かい

明
めい

座
ざ

は、回り舞台の機構を持つ常設舞台と

して祭典余興のほか、明治 39 年(1906)４月には日

露戦争凱旋記念公演、大正４年(1915)10 月には御大

典祝賀余興として歌舞伎が上演されている。御大典

祝賀余興では「絵
え

本
ほん

太
たい

功
こう

記
き

 十
じゅう

段
だん

目
め

」「菅
すが

原
わら

伝
でん

授
じゅ

手
て

習
ならい

鑑
かがみ

 寺
てら

子
こ

屋
や

の場
ば

」「奥
おう

州
しゅう

安
あ

達
だちが

原
はら

 三
さん

段
だん

目
め

」など、

現在の定期公演でも演じられている演目が上演さ

れた。現在の舞台は平成 11 年(1999)に建て直した

ものである。舞台敷地には手水鉢や記念碑(横
よこ

尾
お

歌

舞伎発祥之地)などの石造物がある。手水鉢は「丸
まる

に

橘
たちばな

」紋が中央に配されており『嘉永元年(1848)申五月』の刻銘がある。 

1 客席から見て左の方の舞台
2 客席から見て右の方の舞台

図２-６-10 奥山神社の舞台（背面） 

図２-６-11 奥山神社参道の石鳥居と石造物 

図２-６-12 開明座 

図２-６-13 嘉永元年(1848)の手水鉢 
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③歴史的風致を構成する活動 

ア.横
よこ

尾
お

歌舞伎定期公演 

 横
よこ

尾
お

歌舞伎の定期公演は、横
よこ

尾
お

地区の氏神・八
や

柱
はしら

神社と白
しら

岩
いわ

地区の氏神・六
ろく

所
しょ

神社の奉納芸能として

毎年 10 月第２土曜日・日曜日の２日間、開
かい

明
めい

座
ざ

(東
ひがし

四
よ

村
むら

農村コミュニティセンター)で行われている。

両神社への奉納芸能であることから、氏子でもある

舞台関係者は神社へ参拝するとともに、２社へ奉納

する形式を守っているため公演は２日間行われる。 

 横
よこ

尾
お

歌舞伎の大きな特徴は、役者、義
ぎ

太夫
だ ゆ う

、三味

線弾きから、振り付け・大道具・小道具の製作・衣

裳や鬘
かつら

の手入れ・舞台の照明・音響などの裏方を含

め、すべて地区の人々の手で賄われている。また、

横
よこ

尾
お

歌舞伎では質の高い芸を維持するため年間を

通じて稽古を行い、絶えず演技や演奏技術の向上を

図っている。 

 公演の運営は、横
よこ

尾
お

歌舞伎保存会と横
よこ

尾
お

・白
しら

岩
いわ

地

区で組織する東
ひがし

四
よ

村
むら

自治会の主催で行われる。保存

会各部代表による運営委員会により、上演演目や稽

古・準備日程の調整など、公演全体に関わることを

協議・決定する。９月中旬、保存会員、自治会役員

と世話人が開
かい

明
めい

座
ざ

に集まり、各自の役割分担など公

演全体に関わることの最終確認が行われる。定期公

演を控えた１週間前に開
かい

明
めい

座
ざ

にて会場準備が始まる。照明・舞台・音響・花ビラ(御祝儀)掲

示などの設営分担はあらかじめ決められており、手際よく行われる。客席周りには提灯が飾

り付けられ芝居小屋ならではの雰囲気を作り出す。横
よこ

尾
お

地区を通る開
かい

明
めい

座
ざ

前の街道にはのぼ

りを立て公演が近いことを知らせる。舞台係はいかに短時間で舞台転換が行えるかを試行錯

誤し、何度も調整を繰り返す。 

図２-６-14 定期公演当日の様子 

図２-６-17 衣裳の手入れ 

図２-６-18 のぼり立て 

図２-６-15 八柱神社例大祭 図２-６-16 六所神社例大祭 
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 公演当日は早朝から売店の支度を始める。この日に合わせて栽培した朝採りの新鮮なトウ

モロコシを提供する。おでん、だんごなどの食べ物や、飲み物も準備して、客席で歌舞伎を

見ながら食べる。これこそが農村歌舞伎ならではの光景である。 

 祝儀はひいきの役者や舞台関係者に届き、花ビラ書き係が書にしたため、客席や会場入口

に張り出す。 

 また、役者の化粧は代々師匠から受け継ぎ、化粧をしながら徐々に役へ入り込んでいく。

子供の役者は親に化粧を手伝ってもらいながら、年々覚えていく。衣裳の着付けは重労働で、

衣裳係が数人がかりで行う。役者が身に着ける衣裳と鬘
かつら

は、保存会の床
とこ

山
やま

衣裳部が年間を通

してしっかり手入れをして管理している。 

 定期公演は両日とも、舞台を清める舞として歌舞伎舞踊「 寿
ことぶき

式
しき

三
さん

番
ば

叟
そう

 宝
たから

の入
いり

船
ふね

」が最

初に上演される。舞台上に祭壇を設え、塩をまいて舞台を清めた後、幕が振り落とされ新し

い舞台に転換する。保存会下
げ

座
ざ

に少年少女三味線教室の生徒も加わった出囃子の華やかな舞

台で三
さん

番
ば

叟
そう

が演じられる。その後、保存会若手による「菅
すが

原
わら

伝
でん

授
じゅ

手
て

習
ならい

鑑
かがみ

 車
くるま

曳
び

きの場
ば

」や横
よこ

尾
お

歌舞伎文化財少年団による子供歌舞伎、保存会ベテランによる演目など、３～４演目が上

演される。 

 なお、横
よこ

尾
お

歌舞伎では、大歌舞伎や他の地
じ

芝
しば

居
い

・農村歌舞伎と異なる独自の所作や演出を

見ることができる。これは、歌舞伎を伝えていく過程で変容し、独自に発展した結果である

といわれており、長きにわたり地域固有の文化として継承されてきた歴史を物語っている。 

図２-６-21 化粧の様子（保存会） 図２-６-22 化粧の様子（子供役者） 

図２-６-19 売店の支度 図２-６-20 花ビラ（御祝儀）の掲示 
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表２-６-１ 平成 30 年度横尾歌舞伎定期公演役割分担 

役割 人数 

本部（保存会役員、自治会役員）  6 人 

花ビラ書き係  6 人 

受付・接待係（自治会役員）  12 人 

弁当・酒係  3 人 

交通整理係  8 人 

進行係（保存会広報部）  1 人 

化粧（保存会化粧部）  1 人 

太夫
た ゆ う

・三味線係（保存会三味線義太夫
ぎ だ ゆ う

部）  16 人 

少年少女三味線教室  5 人 

ツケ打ち（保存会付け打ち部）  2 人 

下
げ

座
ざ

係（保存会下
げ

座
ざ

部）  7 人 

舞台係（保存会舞台部）  13 人 

音響係（保存会音響部）  2 人 

照明係（保存会照明部）  1 人 

衣裳・床
とこ

山
やま

係（保存会床
とこ

山
やま

衣裳部）  8 人 

芝
居
係

保存会  21 人 

少年団  16 人 

付き添い・後見  12 人 

表２-６-２ 平成 30 年度横尾歌舞伎定期公演日程 

日程 内容 

 5 月 20 日 (日) 少年団・少年少女三味線教室入団式

 5 月 演目・配役決定

 6 月 稽古開始

 7 月 14 日 (土) 東
ひがし

四
よ

村
むら

祇園祭りでの演目披露

 9 月 24 日 (月・祝) 定期公演打合せ会

 10 月 6 日 (土) 鬘・衣裳合わせ 

「 寿
ことぶき

式
し き

三
さん

番
ば

叟
そ う

 宝
たから

の入
い り

船
ふね

」稽古上げ

 10 月 7 日 (日) 会場設営

 10 月 10 日 (水) 「白
し ら

浪
なみ

五
ご

人
にん

男
おとこ

 稲
いな

瀬
せ

川
がわ

勢
せい

揃
ぞろい

の場
ば

」稽古上げ

 10 月 11 日 (木) 「菅
すが

原
わら

伝
でん

授
じ ゅ

手
て

習
ならい

鑑
かがみ

 車
くるま

曳
び

きの場
ば

」稽古上げ

 10 月 12 日 (金) 「神
しん

霊
れい

矢
や

口
ぐちの

渡
わたし

 頓
とん

兵
べ

衛
え

住
すみ

家
か

の場
ば

」稽古上げ

 10 月 13 日 (土) 定期公演初日

 10 月 14 日 (日) 定期公演千穐楽

 10 月 15 日 (月) 片付け・慰労会
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表２-６-３ 平成 30 年度横尾歌舞伎定期公演次第 

日時 内容 

初日 

 10 月 13 日 (土) 午後 4時 00 分 

開演 

保存会長挨拶 

    午後 4時 05 分 自治会長挨拶 

    午後 4時 10 分 寿
ことぶき

式
しき

三
さん

番
ば

叟
そう

 宝
たから

の入
いり

船
ふね

 （少年団・少年少女三味線教室） 

終了後インタビュー 

    午後 4時 50 分 来賓挨拶 （浜松市北区長） 

    午後 5時 00 分 菅
すが

原
わら

伝
でん

授
じゅ

手
て

習
ならい

鑑
かがみ

 車
くるま

曳
び

きの場
ば

 （保存会） 

    午後 5時 55 分 白
しら

浪
なみ

五
ご

人
にん

男
おとこ

 稲
いな

瀬
せ

川
がわ

勢
せい

揃
ぞろい

の場
ば

 （少年団） 

終了後インタビュー 

    午後 6時 45 分 神
しん

霊
れい

矢
や

口
ぐちの

渡
わたし

 頓
とん

兵
べ

衛
え

住
すみ

家
か

の場
ば

 （保存会） 

終了後インタビュー 

千穐楽 

 10 月 14 日 (日) 午後 4時 00 分 

開演 

寿
ことぶき

式
しき

三
さん

番
ば

叟
そう

 宝
たから

の入
いり

船
ふね

 （少年団・少年少女三味線教室） 

    午後 4時 25 分 浜松市長挨拶 

    午後 4時 55 分 菅
すが

原
わら

伝
でん

授
じゅ

手
て

習
ならい

鑑
かがみ

 車
くるま

曳
び

きの場
ば

 （保存会） 

終了後インタビュー 

    午後 5時 50 分 白
しら

浪
なみ

五
ご

人
にん

男
おとこ

 稲
いな

瀬
せ

川
がわ

勢
せい

揃
ぞろい

の場
ば

 （少年団） 

    午後 6時 40 分 神
しん

霊
れい

矢
や

口
ぐちの

渡
わたし

 頓
とん

兵
べ

衛
え

住
すみ

家
か

の場
ば

 （保存会） 

    午後 7時 55 分 手打ち式 

図２-６-23 「寿式三番叟 宝の入船」 図２-６-24 「菅原伝授手習鑑 車曳きの場」 

図２-６-25 「白浪五人男 稲瀬川勢揃の場」 図２-６-26 「神霊矢口渡 頓兵衛住家の場」 図２-６-27 手打ち式 
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イ.東
ひがし

四
よ

村
むら

祇園祭 

 定期公演に先立つ毎年７月の祇園祭において、こ

の年に上演される演目をお披露目する。化粧を施し、

衣裳と鬘を着用した歌舞伎人形を屋台に乗せ、横
よこ

尾
お

・白
しら

岩
いわ

地域を引き回す。 

 東
ひがし

四
よ

村
むら

の祇園祭は、横
よこ

尾
お

の氏神・八
や

柱
はしら

神社と白
しら

岩
いわ

の氏神・六所神社に末
まっ

社
しゃ

として祀られている津島神

社の祭礼として行われる。東
ひがし

四
よ

村
むら

における祇園祭の

始まりは定かでないが、文化12年(1815)６月銘の牛
ご

頭
ず

天
てん

王
のう

宮再建棟札が六所神社に残されていること

から、このころには祇園信仰に基づく祭礼が行われ

ていたことが分かる。また、近代以降の横
よこ

尾
お

地区及

び白
しら

岩
いわ

地区の区有文書によると、明治時代には大八

車を改造・装飾したものに太鼓を載せて地域を引き

回しており、大正時代には隣村の神
じん

宮
ぐう

寺
じ

からお囃子

が伝えられたとある。昭和前期には組立式の本格的

な屋台が建造され、青年会が化粧し衣裳を着けて人

形に扮する「生き人形」屋台を巡行している。 

 現在の屋台は昭和 58 年(1983)建造されたものが

使われているが、農村歌舞伎の継承活動と一体とな

った歌舞伎人形お披露目の伝統は今なお受け継が

れている。これらの歌舞伎人形と屋台製作(装飾)は、

保存会役員立会いのもと、舞台部と床
とこ

山
やま

衣裳部が中

心となって行っている。 

ウ.奥山神社例大祭の生き人形屋台 

 奥山神社の例大祭は、毎年９月最終土日(10 月１日より前の土日)に行われている。奥山神

社文書に昭和前期の例大祭催行の記録があることから、このころには行われていたことが分

かる。奥山神社の例大祭では、境内での神楽や手筒煙火奉納、氏子範囲の屋台の引き回しが

行われる。このうち、小
こ

斉
ざい

藤
とう

「小
こ

組
ぐみ

」の屋台には、歌舞伎役者と同じように化粧して衣裳を

着けた子供が扮する生き人形が載せられる。生き人形の製作にあたっては、横
よこ

尾
お

歌舞伎で用

いる衣裳・鬘
かつら

などが提供され、保存会床
とこ

山
やま

衣裳部が化粧や着付けを担当する。引き回しの最

後には、生き人形屋台が神社境内に続く急坂を上がり農村舞台の前に位置すると、賑やかな

お囃子が奏されクライマックスを迎える。 

図２-６-28 人形屋台の製作 

図２-６-29 人形屋台 

図２-６-30 人形屋台の巡行 
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図２-６-31 生き人形屋台 図２-６-32 生き人形屋台の巡行 

図２-６-33 歴史的風致の範囲(浜名区引佐町地域)  



2-6-11 

第

２

章

浜
松
市
の
維
持
及
び
向
上
す
べ
き
歴
史
的
風
致

(３)雄
ゆ う

踏
と う

地域の農村歌舞伎 

①農村歌舞伎の歴史 

 雄
ゆう

踏
とう

地域に伝わる農村歌舞伎は「万
まん

人
にん

講
こう

」と呼ばれている。慶応元年(1865)の「万
まん

人
にん

講
こう

用
よう

軒
のき

別
べつ

割
わり

付
つけ

控
ひかえ

帳
ちょう

」に雄
ゆう

踏
とう

町
ちょう

宇
う

布
ぶ

見
み

地内で歌舞伎を上演した記録があり、村の若者や有志の者に

よる「万
まん

人
にん

講
こう

」と呼ぶ講が組織され、興行していたことが分かっている。「万
まん

人
にん

講
こう

」という言

葉は、社寺の勧進講に由来するものと言われ、村の者が誰でも自由に参加して講をつくった

ため「万
まん

人
にん

講
こう

」と呼ばれるようになった。また、他町の祭礼記録にも宇
う

布
ぶ

見
み

の名が散見され

る。隣接する舞
まい

阪
さか

町
ちょう

では「東海道舞
まい

坂
さか

宿
しゅく

西
にし

町
まち

祭礼入用帳」嘉永３年(1850)に歌舞伎狂言を興

行した記録があり、その際、鳴物と床
とこ

山
やま

を宇
う

布
ぶ

見
み

から雇い入れたことが記されている。 

 雄
ゆう

踏
とう

地域では、明治から大正・昭和にかけて万
まん

人
にん

講
こう

による素人歌舞伎が村内各所で盛んに演じられ、

そのころ使われていた明治期の台本が残されてい

る。明治・大正期には、神社祭典に伴って上演され、

その舞台は、息
おき

神社の社務所、津島神社の舞台、西
にし

ヶ
が

崎
さき

白
はく

山
さん

神社の舞台などがあり、特に津島神社の舞

台は、字名を冠して「浅
あさ

羽
ば

の舞台」と呼ばれ人気が

あった。このころは奉納芸能としての性格が色濃く、

浅
あさ

羽
ば

の舞台に隣接する津島神社拝殿には大正４年

(1929)11 月御即位禮記念の万
まん

人
にん

講
こう

上演記念の奉納

額が掲げられ、また、妙
みょう

楽
らく

寺
じ

には大正から昭和にか

けての万
まん

人
にん

講
こう

関係者の碑が建てられたりしている。 

 その後、大正初期に常設館「カネ六
ろく

」が開業、大

正 11 年(1922)に「喜
き

楽
らく

座
ざ

」が開業されると、歌舞

伎は奉納芸能としてだけでなく、娯楽として気軽に

楽しまれるようになった。戦中は上演しない時期も

あったが、戦後すぐに復活、戦後復興の一環として劇場などで万
まん

人
にん

講
こう

が上演された。昭和 24

年(1949)「喜
き

楽
らく

座
ざ

」が「西
せい

遠
えん

劇場」へ改称すると、全町あげて万人講の特別興行が催される

など、農村歌舞伎が雄
ゆう

踏
とう

地域の人々の戦後復興の支えとなった。 

 現在、平成元年(1989)に結成された雄
ゆう

踏
とう

歌舞伎保存会が万
まん

人
にん

講
こう

の伝統を受け継いでいる。 

図２-６-34 農村歌舞伎の台本(明治期) 

図２-６-35 万人講公演(昭和 21 年(1946)) 
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②歴史的風致を構成する建造物 

ア.津島神社 

 中央区雄
ゆう

踏
とう

町
ちょう

宇
う

布
ぶ

見
み

に所在する津島神社は、須
す

佐
さ

之
の

男
おの

命
みこと

を祭神とする。鎮座年は不詳だが、社殿の棟

札が残る江戸時代から海上安全と五穀豊穣を祈念

し、海陸生業者の信仰を集めている。かつては境内

西側に間口６間、奥行４間の社務所があり「浅
あさ

羽
ば

の

舞台」と呼ばれ、しばしば万
まん

人
にん

講
こう

公演が行われた。

「大正四年十一月御即位禮記念」の万
まん

人
にん

講
こう

公演奉納

額が掲げられている拝殿は、入母屋造、妻入、瓦葺

で、寛政 11 年(1799)に建立されたことが棟札から

分かる。境内には、大正４年(1915)の刻銘がある社

標や大正８年(1919)建立の石鳥居のほか、一間社流
ながれ

造
づくり

、銅板葺の本堂は棟札により昭和３年(1928)に再

建されている。万
まん

人
にん

講
こう

ゆかりの神社として、舞台関

係者が参拝するなど、社殿と万
まん

人
にん

講
こう

が一体となって、

地域の歴史文化を今に伝えている。 

イ.妙
みょう

楽
ら く

寺
じ

 中央区雄
ゆう

踏
とう

町
ちょう

宇
う

布
ぶ

見
み

に所在する妙
みょう

楽
らく

寺
じ

は、文禄

４年(1595)開創の臨済宗方
ほう

広
こう

寺
じ

派の寺院で、境内に

は、昭和 13 年(1938)の銘を刻む寺標が残る。境内

の北に位置する墓所には、近代の万
まん

人
にん

講
こう

関係者(義
ぎ

太
だ

夫
ゆう

・役者)の追善興行を記念して建立した碑が存

在する。大正５年(1916)建立の「神
かみ

村
むら

彦
ひこ

七
しち

之碑」、

大正６年(1917)建立の「坂
ばん

東
どう

國
くに

代
しろ

之碑」、昭和３年

(1928)建立の「澤
さわ

村
むら

源
げん

三
ざぶ

郎
ろう

之碑」の３碑があり、公

演前には出演役者はじめ、舞台関係者が参詣する。 

図２-６-36 津島神社 

図２-６-37 「大正四年十一月御即位禮記念」奉納額

図２-６-38 昭和 13 年（1938）の妙楽寺寺標
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図２-６-39 故神村彦七之碑 図２-６-40 故坂東國代之碑 図２-６-41 故澤村源三郎之碑 

③歴史的風致を構成する活動 

ア.雄
ゆう

踏
と う

歌舞伎「万
まん

人
にん

講
こ う

」定期公演 

 雄
ゆう

踏
とう

歌舞伎「万
まん

人
にん

講
こう

」の定期公演は、毎年１月第３日曜日、雄
ゆう

踏
とう

文化センターで行われて

いる。 

 定期公演の運営は、小学生から 70 歳代までの幅広い年代の地域の人々で構成される保存会

により行われている。 

 １月の定期公演に向けた活動は７～８月ごろから開始され、公演に出演する子供役者の募

集を兼ねて、夏休み期間中に子供向け体験講座を実施する。新たな役者の募集と並行して、

振付指導者(市
いち

川
かわ

升
ます

十
じゅう

郎
ろう

一門)と上演演目の協議を行う。秋までには配役を決定し、役者に台

本が渡される。定期公演の約２か月前、12月に入ると本格的な立ち稽古が始まる。年末年始

の休みをはさみ、ほぼ毎日夜間に稽古が続けられる。公演準備と並行して、保存会関係者は

定期公演の成功を願い万人講ゆかりの津島神社や妙
みょう

楽
らく

寺
じ

の記念碑に参拝する。 

図２-６-42 定期公演で掲げられる「西遠劇場」の舞台幕 
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 定期公演の前日、会場設営と実際の舞台での通し稽古が行われ、当日を迎える。会場周辺

には、贔屓筋から送られたのぼり旗が冬の季節風「遠
えん

州
しゅう

のからっ風」にはためき、入口付近

には御祝儀を記したエビが張り出されるなど、芝居小屋の雰囲気が醸し出される。 

 定期公演は開演を寿
ことほ

ぐ歌舞伎舞踊「 寿
ことぶき

式
しき

三
さん

番
ば

叟
そう

」で幕開けする。その後、後継者育成を

目的とした子供歌舞伎「弁
べん

天
てん

娘
むすめ

女
め

男
おの

白
しら

浪
なみ

 稲
いな

瀬
せ

川
がわ

勢
せい

揃
ぞろい

の場」と保存会による荒
あら

事
ごと

・世
せ

話
わ

物
もの

・

松
まつ

羽
ば

目
め

物
もの

など４～５演目が上演される。配役数に対して保存会員の人数が揃わない場合は、

１人２役又は３役で対応することもある。 

 横
よこ

尾
お

歌舞伎同様、公演当日は早朝から売店の支度が始められる。お茶や弁当だけでなく地

域の和菓子が販売されるなど、飲食を楽しみながら鑑賞する農村歌舞伎の醍醐味が今も受け

継がれている。 

 なお、振付指導とともに役者の化粧や衣裳の着付は専門業者に依頼しているが、舞台設営

や大道具は保存会が自ら行っており、かつての農村舞台(神社の舞台など)で行われていた伝

統技術を継承すべく錬磨している。 

図２-６-43 「寿式三番叟」 図２-６-44 「本朝廿四孝 十種香の段」 

図２-６-45 「身替座禅」 図２-６-46 「弁天娘女男白浪 稲瀬川勢揃の場」 

図２-６-47 「與話情浮名横櫛 源氏店の場」 図２-６-48 手打ち式 
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表２-６-４ 平成 30 年度雄踏歌舞伎万人講定期公演役割分担 

役割 人数 

振付指導（市
いち

川
かわ

升
ます

十
じゅう

郎
ろう

一門）  2 人 

太夫
た ゆ う

 1 人 

三味線  1 人 

下
げ

座
ざ

（杵
きね

屋
や

健
けん

社中） 1 人 

衣裳（川上貸衣装店） 3 人 

外題解説  1 人 

付け打ち  1 人 

黒子・後見 3 人 

施設・大道具 20 人 

受付等 8 人 

役者 20人 

表２-６-５ 平成 30 年度雄踏歌舞伎万人講定期公演日程 

日程 内容 

 8 月 1 日 (水) 

 ～ 3 日 (金) 
子供のための万

まん

人
にん

講
こ う

座
ざ

 8 月 演目決定 

 8 月 出演者決定・役決め 

 9 月 台本読み練習開始 

 12 月 所作練習開始 

 1 月 19 日 (土) 舞台設営 

総練習 

 1 月 20 日 (日) 定期公演 

表２-６-６ 平成 30 年度雄踏歌舞伎万人講定期公演次第 

日時 内容 

 1 月 20 日 (日) 午前 10 時 00 分 開演 

寿
ことぶき

式
しき

三
さん

番
ば

叟
そう

    午前 10 時 50 分 あそびごころのサークル活動 和太鼓部 

    午前 11 時 35 分 本
ほん

朝
ちょう

廿
にじゅう

四
し

考
こ う

 十
じゅっ

種
しゅ

香
こ う

の段 （子供歌舞伎） 

    午後 0 時 50 分 身
み

替
がわり

座
ざ

禅
ぜん

    午後 2 時 30 分 弁
べん

天
てん

娘
むすめ

女
め

男
おの

白
しら

浪
なみ

 稲
いな

瀬
せ

川
がわ

勢
せい

揃
ぞろい

の場 （子供歌舞伎） 

    午後 3 時 15 分 與
よ

話
わ

情
なさけ

浮
うき

名
なの

横
よこ

櫛
ぐ し

 源
げん

氏
じ

店
だな

の場 

午後 4時 10 分 手打ち式 
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図２-６-49 歴史的風致の範囲(中央区雄踏町地域) 
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(４)まとめ 

 江戸時代以来、浜名区引
いな

佐
さ

町
ちょう

・中央区雄
ゆう

踏
とう

町
ちょう

に暮らす人々のささやかな楽しみとして継承

されてきた農村歌舞伎は、それぞれの風土に根付いた信仰や先人の顕彰の形を示すものであ

ると同時に、地域のコミュニティ活動を活性化させる潤滑油として重要である。神社社殿や

生き人形屋台の巡行、定期公演ののぼりが掲げられるまち並みや農村景観などが一体となっ

て、維持向上を図るべき良好な歴史的風致が形成されている。 

図２-６-50 歴史的風致の範囲  
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農村歌舞伎を支えるモノ・ヒト・コト 

農村舞台 

横
よこ

尾
お

歌舞伎が継承されている奥浜名湖地域には、祭礼余興などで農村歌舞伎が演じら

れた常設の農村舞台が多く存在していた。平成７年(1995)発行の『引
いな

佐
さ

町
ちょう

史 民俗芸

能編』では、開
かい

明
めい

座
ざ

をはじめ引
いな

佐
さ

町
ちょう

内の 18 か所が紹介されている。これらの農村舞台

は、華美な装飾などはなく素朴な造りであったが、回り舞台・太夫
た ゆ う

座・楽屋などの舞台

装置を備えているものもあった。さらに、神社境内や広場を客席として利用できるよう

立地しており、周囲の社叢林や石垣など敷地全域を芸能空間として設定していた。 

 歴史的に見れば、農村舞台は必要な時に組み立てられた臨時・仮設施設であり、常設

されても社会経済の浮き沈みや価値観の変化など、時代の流行に左右されるものであっ

たため、その存在は限りなく儚いものである。現存する農村舞台がある集落では、建物

(モノ)だけではなく、祭礼など地域行事(ヒト・コト)と一体となった空間性・精神性を

循環させることで、儚く消えるかりそめではない持続可能な伝統を受け継いでいる。 

歌舞伎用具と製作修理技術 

市内の農村歌舞伎を継承する保存会では、江戸時代からの歌舞伎用具(大道具・小道

具・衣裳・鬘
かつら

・台本など)を所有・管理している。これらの歌舞伎用具は、先人が製作

したり、または買い求めたりしたもので、浜松市における農村歌舞伎の歴史を示す貴重

な民俗資料である。 

 このうち、横
よこ

尾
お

歌舞伎保存会では、役者・義太夫・三味線弾きを育成するとともに、

衣裳や舞台製作など、いわゆる裏方の保存技術継承にも積極的に取り組んでいる。保存

会には役者などとは別に専門性を持った技術集団として、舞台部や床
とこ

山
やま

衣裳部などが組

織されており、年間を通じて歌舞伎用具の保存管理と製作修理を担っている。 

 歌舞伎用具とその製作修理技術をはじめ、連綿と受け継がれてきた地域のヒト・モ

ノ・コトが相互に連携・連動して機能することで本市の農村歌舞伎を支えている。 

ちょっと いっぷく

コラム

図２-６-51 狩
かり

宿
しゅく

の農村舞台(解体前) 図２-６-52 秋祭りで使用される様子 

図２-６-53 昭和 25年(1950)の大小道具帳 図２-６-54 保管されている鬘
かつら

・衣裳
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浦
うら

川
かわ

歌舞伎の盛衰 ～尾
おの

上
え

栄
えい

三
ざぶ

郎
ろう

が伝えた江戸文化～

 天竜区佐
さ

久
く

間
ま

町
ちょう

浦
うら

川
かわ

の地には、当地で没した江戸の歌舞伎役者・４代目尾
おの

上
え

栄
えい

三
ざぶ

郎
ろう

を

しのぶ村人により始められた素人歌舞伎「浦
うら

川
かわ

歌舞伎」の歴史が刻まれている。浦
うら

川
かわ

歌

舞伎は、市内の他の農村歌舞伎と異なり、神事(神社への奉納芸能など)に由来するもの

ではなく、発祥の起源と人物が明確な点が特徴である。 

 『嗚
あ

呼
あ

尾
おの

上
え

栄
えい

三
ざぶ

郎
ろう

』(昭和 33 年(1958))は以下のように伝えている。安政年間

(1854-1860)、地方巡業に出た音
おと

羽
わ

屋
や

一門の尾
おの

上
え

栄
えい

三
ざぶ

郎
ろう

が信州飯田で病に倒れた。治療

のため蘭学の名医・三
み

輪
わ

見
けん

龍
りゅう

がいる遠州裏
うら

鹿
が

(浦
うら

川
かわ

)に来たが、既に手遅れの状態だっ

たが、三
み

輪
わ

医師の治療と村人の看護により一時的に快方に向かった。しかし、余命を悟

った栄
えい

三
ざぶ

郎
ろう

は、安政５年(1858)、世話になった村人への恩返しのため病の体に鞭打って

舞台に立ち「仮
か

名
な

手
で

本
ほん

忠
ちゅう

臣
しん

蔵
ぐら

五
ご

段
だん

目
め

・山
やま

崎
ざき

街
かい

道
どう

の場」の早
はや

野
の

勘
かん

平
ぺい

を演じている最中に

舞台で倒れ、帰らぬ人となった。その後、栄
えい

三
ざぶ

郎
ろう

の歌舞伎に魅了された村人による素人

歌舞伎が盛んとなり、常設舞台「旭
あさひ

座
ざ

」等での上演・鑑賞が定着した。 

 特に昭和 20～30 年代(1945-1964)には、地区の消防団対抗歌舞伎が行われるなど、

人々の生活の一部となっており娯楽の中心は歌舞伎であった。しかしながら、社会情勢

の変化とともに昭和 40年代、浦
うら

川
かわ

での素人歌舞伎の活動は一旦休止した。 

 休止から 20 年余、平成元年(1989)、栄
えい

三
ざぶ

郎
ろう

130 回忌を機に素人歌舞伎復活の機運が

高まり、佐
さ

久
く

間
ま

町
ちょう

観光協会浦
うら

川
かわ

支部や休止前の歌舞伎経験者により「浦
うら

川
かわ

歌舞伎保存

会」が結成され、同年９月には再開、第１回の定期公演が開催された。再開にあたって

は、栄
えい

三
ざぶ

郎
ろう

が伝えた江戸歌舞伎の伝統を守るため、役者は女性を入れず男性だけでやる

こととした。(小学生が出演する子供歌舞伎を除く。) 

 平成の間、保存会が舞台を守ってきたが、浦
うら

川
かわ

歌舞伎の定期公演は令和元年(2019)

を最後に再び休止している。尾
おの

上
え

栄
えい

三
ざぶ

郎
ろう

が伝えた江戸文化の息吹は浦
うら

川
かわ

の地で再開の時

を待っている。 

ちょっと いっぷく

コラム

図２-６-55 定期公演「白
し ら

浪
なみ

五
ご

人
にん

男
おとこ

」 図２-６-56 「毛
け

谷
や

村
む ら

 彦
ひ こ

山
さ ん

権
ご ん

現
げん

誓
ちかいの

助
すけ

剣
だ ち

」

図２-６-57 浦川のまち並み 図２-６-58 尾上栄三郎塚 
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